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【論文要旨】

角膜内皮細胞は主に六角形の細胞で 神経

堤か ら発生し角膜の最内層に位懺して角膜裏

面を被覆する 層の細胞層を形成する。 人間

の内皮細胞は 生を通して増殖能を持たない

ため角膜内皮の創傷治癒は主に内皮細胞が拡

大進展する ヽ とによ り行われる。 このため内c... 

眼 手術や外傷 炎症 加齢等によ り 角膜内皮

細胞密度 （ endothelial cell density : ECD ） は減少する。

経験的に ECD が 400~ 600/mm2 に低下する と機能

不全に陥 り 角膜はその透明性を維持できな

＜ なる マ
とが知 られてお り ECD は臨床的にし

重要なパラメ 夕 である。

過去に白内障術前の患者や前眼部に異常所

見の無い眼科患者を対象と して ECD を含めた

角膜内皮細胞の形態学的特性が調査され 加

齢に伴い ECD および六角細胞率は減少し 変

動係数は増加する -とが報告されている。し

今回 久米島町民を対象に眼疾患疫学調
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査 （久米島スタディ ） を行い 正常眼におけ

る ECD の性別 年齢別分布およびその関連因

子について調査を行ったのでこれを報告する。

40歳以上の久米島町民 4632 人を検査対象と

した。 そのう ち受診者は 3762 人で受診率は

81.2 ％であった。 受診者に対し口頭による十

分な説明を行い 文書で同意を得た後に 身

体諸検査 および職業や嗜好品 屋外作業従

事歴等の問診 各種眼科検査 そして眼科診

察を行った。

本スタディ において平均 ECD は 2943/mm2 であ

ったが 西洋諸国およびイ ン ドでは 2300 

2600/mm2 西アジア諸国では 2700/mm2 と 以前か

ら人種間での ECD の差が報告されてお り メ7入．

回のスタディ もそれを支持する結果となった。

性別における平均 ECD は年齢補正後女性が

男性よ り も有意に高かった。 過去の報告では

性別と平均 ECD の関連は統 した見解は得ら

れてお らず これら の結果の不 致は対象の

選択のバイ アスや人種差等による ものが考え
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られる。

平均 ECD と性別 糖尿病 高血圧 喫煙

コ ンタク 卜 レンズ装用 屋外作業との関連に

ついて調べたと ア

ろ 屋外作業従事者は有意し

に ECD が低く 屋外作業中の紫外線への暴露が

角膜内皮に影響を与えている可能性が考え ら

れた。

また ECD と身体所見および眼所見との関

連について回帰分析を行ったと ころ ECD は

年齢および眼圧と負の相関を示し 角膜厚と

正の相関を示すこ とが分かった。 ECD が加齢

とと もに減少する ヽ
とは過去のスタディ と同'--

様の結果であった。 本スタディ では 1 年の加

齢ごとに 0.25 ％の細胞減少が認め られ 西欧

諸国では 0.5~ 0.6 % ／ 年 中国およびイ ン ドで

は 0.3 % I 年との報告があ り 平均 ECD と同じ

＜ 減少率にも人種差がある ものと考え られた。

正常眼における眼圧と ECD の関連について

同様な報告はこれまでには無いが 緑内障眼

においては非緑内障眼と比較して ECD が低い
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との報告があ り 高眼圧が角膜内皮に障害を

与えている可能性が考え られた。 また 角膜

厚と ECD の関連は本スタディ とは反対に負の

相関を示すとの報告があ り 今後のさ らなる

調査で関連を明らかにする必要がある と考え

られる。

本スタディ は正常眼 ECD に関する初の疫学

調査で 過去のスタディ と異な り 40 歳以上の

久米島町民全員が調査対象であ り 80 %以上

の住民が受診したこ とか ら対象選択バイ アス

は最小限に抑え られたと考え られる。
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Corneal Endothelial Cell Density and Associated Factors in a Population-Based 

Study in Japan: The Kumejima Study 

（最終試験結果の要旨）

上記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術標準

についで慎重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1. 研究の背景と目的

角膜内皮細胞は、角膜裏面を被覆する一層の細胞層を形成する六角形の細胞であ

る。人間の内皮細胞は一生を通して増殖能を持たないため、角膜内皮の創傷治癒は主

に内皮細胞が拡大進展することにより行われる。このため何らかの原因で角膜内皮細

胞密度 (Endothelialcell density:ECD)が限界まで低下すると、角膜内皮機能不全

に陥り角膜は透明性を維持できなくなる。このため ECDは臨床的に重要なパラメー

ターである。

正常人の ECDに関してのpopulation-based-studyの報告は未だ無く、今回久米島

町民を対象に眼疾患の疫学調査（久米島スタディ）を行い、正常眼ECDの性別、年

齢別分布およびその関連因子について調査を行ったのでこれを報告する。本スタディ

は正常眼ECDに関する初の大規模な疫学調査である。

2. 研究内容

40歳以上の久米島町民4,632人を検査対象とした。そのうち受診者は3,762人で

受診率は81.2％であった。受診者に対し口頭による十分な説明を行い、文書で同意

を得た後に、身体諸検査、および職業や嗜好品、屋外作業従事歴等の問診、各種眼科

検査、そして眼科診察を行った。

本スタディにおいて平均ECDは2,943/mm2であり、これまでの報告と同様に人種

間での ECDの差が存在することが考えられた。

また、平均ECDは男性よりも女性で高く、環境要因としては屋外作業従事者にお

いてECDは有意に低いことが認められた。また、身体および眼所見との関連におい



てECDは年齢および眼圧と負の相関を示し、角膜厚と正の相関を示すことがわかっ

た。

3. 研究結果の意義と学術水準

本スタディは、 ECDに関して日本のみならず世界的にも初の大規模な疫学調査で

ある。これまでの報告とは異なり、 40歳以上の久米島町民全員が調査対象であり、

その 80％以上が受診したため、対象者の選択によるバイアスは最小限に抑えられた

と考えられ、実際の日本南西部久米島町の 40歳以上の ECDに限りなく近い値が得

られたのではないかと考えられた。

本研究は今後、レーザー虹彩切開術や角膜移植術後等の角膜内皮機能と大きく関わ

る疾患の治療や予後など、臨床的な観点において非常に有意義であり、今後の角膜診

療に対して大きく貢献するものと考えられる。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書とすること。

2 ＊印は記入しないこと。
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